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ドキュメント・サプライ②

はじめに

当初、編集部より頂いたタイトルは「文献ブ

ローカーより見た医学文献流通の動向」でした。

しかし、文献ブローカー、あるいはドキュメント

サプ ライヤーという言葉は国内ではあまり耳にす

る機会がありません。したがって、この言葉から

は正確な仕事のイメージが浮かんでこないという

のが読者の正直な本音であろうと思います。米国

ではインフォメーションブローカーという表現が

一般的ですが、日本では各ブローカーは「学術情

報提供サービス業」等と無難な表現で自己を表現

しているのが現状です。しかし、これもそれがど

んな職業なのか正確な想像を喚起させるにはいさ

さか説得力に欠けます。そのため、この説明を抜

きにして論を進めることは読者に対してあまりに

も乱暴で不親切ではないかと考えます。そこで本

論に入る前に簡単に「ドキュメ ントサプ ライ

ヤー」、「インフォメーションブローカー」がど

んな職業なのかまず説明することにします。

研究者（エンドユーザー）があるテーマについ

て最新の研究結果を知りたいと思った時や手元に

ない文献を読みたいと思った時、それをすばやく

探し出すツールや方法をお持ちの方は残念ながら

まだ国内にはそう多くいらっしゃらないようです。

また、探し出す方法がわかっていてもそれに費や

す時間もない時（時として予想をはるかに上回る

労力と時間がかかることがあります）や一度に大

量の資料が必要だがそのどれもが一回の努力では

入手できない時があります。このことは頻繁に情
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報を必要としていない方でも一度ならず苦い経験

をお持ちのことと思います。

このような場合、エンドユーザーに代わって必

要な文献の入手や調査の代行を行う業者を一般に

「インフォメーションブローカー」と呼びます。

近年はオンラインデータベースの利用が普及して

きておりデータベース検索の代行の機会がふえて

きていることからＪＩＣＳＴなどの機関 は「データ

ベース検索代行業者」という表現で紹介していま

す。また、通産省は「データベース白書」で代行

検索業者を「インフォメーションブローカー」と

定義しています。

最近では一部の業界でこのような「インフォ

メーションブローカー」を利用した学術情報入手

が定着し、ようやくその存在が認識されはじめて

きたと同時に、その社会的使命も意識するしない

にかかわらず否応なしに高まってきています。

「ドキュメントサプライヤー」とは「インフォ

メーションブローカー」の中で特に「ドキュメン

トデリバリー」の分野から見た「ブローカー」の

総称です。ここでは医学・薬学関連分野に限って

学術情報の最新の流通動向を「ドキュメントサプ

ライヤー」（以下サプライヤー）の立場から述べ

ることにします。なお、総称としての「インフォ

メーションブローカー」について述べる際は「ブ

ローカー」として表記します。

２。医学文献流通の動向

－ １８－

（１）膨大な流通量

医学文献の必要性はいうまでもなく、医師、看



護婦などの医療業務従事者は自己の職務と研究の

遂行上文献が必要不可欠であると誰もが認めると

ころです。一方、製薬企業も新製品等の研究開発

の段階から商品の市販後動向や関連医薬品の最新

の臨床結果を知る上で、文献情報は必要不可欠と

なっております。さらに各製薬企業のＭＲ（医療情

報担当者）は薬事法上、自社製品に関する情報の

収集と提供がその重要な任務となっているため、

医薬品を最終的に使用する医師や薬剤師などの医

療従事者に文献情報を提供しています。また、医

療機器等（病院のみならず製薬会社、大学の研究

施設で使用される機器も含めて）の製造と販売に

かかわる企業や医薬品の卸業者も同様であること

は言うまで もありません。

このような医学文献を必要とする広い素地の中

で、近年急速にその流通が伸びてきたのが製薬会

社のＭＲが医師に提供する文献情報です。残念なが

ら、いったいどれだけの医学文献が流通していた

かについては、文字であらわされた数字がないた

め実数を把握することは困難です。しかし、関西

の医学部系大学図書館で複写されている文献数は

少なくとも年間８０万件、１００万件とも言われている

そうです。医師や研究者自らが大学や病院の図書

館を利用したり、図書館相互の貸借利用やその他

の入手機関も含めれば、その膨大な流通量を思い

浮かべることは容易です。ちなみに一人の医師が

学会発表や論文の作成のために必要とする情報は、

データベース検索で２テーマ、そこから選んだ文

献は３０件は必要との話をよく耳にします。全国２０

万人以上の医師の全てが同様ではないにしても、

半数の医師がなんらかの形で文献を取り寄せたと

したら、単純に計算しても３００万件の文献が流通

していることになります。物事をあまりに単純化

することは真実や現実とかけ離れることにもなり

ますが、弊社に依頼される文献数から考えても、

この数字はそれほど現実離れした数字ではないと

考えられます。

（２）流通の特徴

ところで、医学・薬学関連分野の文献情報の流

通にはきわだった特徴があります。

第一は、前述のように医師が必要とする文献や
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データベース検索が８０年代以降、他分野に見られ

ない著しい増加を示していることです。

このような傾向を作り出す最大の原動力はオン

ラインデータベースの普及にあると言い切っても

おそらく過言ではないでしょう。データベースが

一般に不特定のエンドユーザーに利用され始めた

のは米国で７０年代、日本では８０年代に入ってから

のことです。１９８２年にＪＩＣＳＴ（日本科学技術情報

センター）が国産のデータベースをオンライン公

衆回線で提供するＪＯＩＳのサービスを開始したこと

は、母国語での検索が可能なため、各企業の研究

機関を中心に急速な利用の拡大をもたらしました。

ＪＯＩＳのサービスのうちＪＭＥＤＩＣＩＮＥがその占める割

合は７０％にのぼり、ここ数年は毎年１０％以上の利

用増加がみられました。 ちなみに弊社は国内で

は、はじめてオンラインデータベースの代行検索

を１９８３年に開始しました。現在、国内で利用可能

な商用データベースの数は２６００以上あり、そのう

ち国産のデータベースはすでに８９０を超えていま

す。それでもデータベース先進国の米国と比べれ

ばあらゆる面で規模は小さいのが現状ですが、

データベース検索はいまや情報を探す際のファー

ストチョイスとなっております。医学・薬学系の

データベースの利用は拡大の一途をたどっており、

したがってそれに比例して検索結果から選んだ必

要な文献の需要が拡大しているのが現状です。

第二の特徴は、エンドユーザー自身が情報収集

をするよりも、第三者が介在する場合が圧倒的に

多いことです。

この理由にはさまざまなことが考えられますが、

大きくは以下の理由によるものと思われます。

①最大の理由はエンドユーザーが多忙すぎるこ

とがあげられます。特に、若い臨床医の場合は一

番情報が必要な立場にあるにもかかわらず、図書

館にも行けないという声をよく耳にします。一事

が万事ではありませんが恐らくこの状態は今後も

続くことが予想されます。

②つぎに、一次情報の量と種類が多すぎて特別

な教育と訓練を経ないと容易に必要な情報が見つ

けられないという理由があげられます。しかも最

近の医学のめざましい発達は狭い分野にとらわれ

ることなく広く自然科学全体の発達と密接に結び
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ついており、その結果、個人であれ企業であれ最

新の研究結果や自分の必要とする情報を簡単に探

し出すことは不可能に近くなっています。

ちなみに医学・薬学系の雑誌だけを取り上げて

も日本医学図書館協会の受け入れ雑誌は１１，０００タ

イトルを超えており、米国のＮＬＭは３５，０００タイト

ルにも及ぶ雑誌を受け入れています。仮に近くの

図書館で雑誌を閲覧しようとしても、自分の探す

雑誌がその図書館になければ図書館のレファレン

スサービスを通じて相互貸借の結果を待たねばな

りません。しかし、このサービスも良心的で責任

感ある担当者が大量の需要に全て対応するには、

その量が多すぎる場合が少なくないようです。

一方、日本でのデータベースの普及はそのほと

んどが企業の専任部署を通じてであり、米国のよ

うにエンドユーザーによる検索が普及してきたの

はつい最近です。したがって、データベースの存

在は知っていても、その使用方法や限界について

はまだまだ知られていません。米国では、もちろ

ん一人当たりの時間制限はあるものの無料でＭＥＤＬ

ＩＮＥや全米の図書館オンライン目録を利用できる

施設が数多く存在しており、エンドユーザーが自

由に情報を探すことは当たり前のことになってい

ます。逆に、米国では代行検索がビジネスとして

成立しにくいのもこのような事情によるところが

大きいようです。日本でもようやくデータベース

のＣＤ－ＲＯＭが注目され始めてはいますが、やはりま

だ全体への普及には時間がかかりそうです。この

ＣＤ－ＲＯＭも使用料が個人が簡単に負担できる額では

ないので図書館や図書室に設置されているケース

が多いのですが、最近では大規模の図書館の場合

はオンライン検索と併用してもサーチャーがユー

ザーの需要に応え切れないことも多々あるようです。

一方、企業内の情報収集セクションも完全に自

前で情報入手が可能であると自負しているところ

はひとつもありません。

３

サプライヤーの現状と役割

（１）流通を支えるサプライヤー

あまり知られていないことですが、国内のサプ

ライヤーはすでに３０年以上の歴史を持っています。

当初は医学分野だけの突出は見られず、広く自然

科学分野全体での活躍が中心でした。弊社も１９９４

年で創立３０周年を迎えます。しかし、医学薬学分

野でのサプライヤーの多くはＭＲを通じた医学文献

の医師への提供が急速に拡大する時期に生まれて

おり、業界としては比較的若い歴史にあります。

したがって、その数もそう多くありません。何を

境界線とするかはむずかしい面がありますが、そ

の数の目安は次のようになります。公表されてい

る数字ではＪＩＣＳＴに登録されている「代行検索業

者」は現在約１１０社ほどありますが、医学薬学分

野を専門とするブローカーは１０社程度です。また、

株式会社ミクスが出版している「臨床医のための

学術情報ポケットガイド」では、ＪＩＣＳＴや医学中

央雑誌刊行会、製薬会社の子会社を除いて数社が

「代行検索業者」として紹介されています。前述

の「データベース白書」では、代行検索専業と

データベースプロデューサーとの兼業を併せて５７

社が登録されていますが、医学分野の数はわかり

ません。

一方、歴史は浅く、数も少ないもののその果た

してきた役割は小さくはありません。少なくとも

主な製薬会社でサプライヤーを利用していないか

利用したことがない会社は皆無であるといっても

過言ではありません。また、最近では医師が直接

ブローカーを利用するケースも徐々に増えてきて

おります。したがって、サプライヤーが医学薬学

分野の学術情報の流通に果たしている役割は大き

いと言わざる得ません。

サプライヤーの文献流通に果たしてきた役割の

中で大きいのは①一度に大量の異なった種類の文

献を人手し提供できること、②しかも不特定多数

のエンドユーザーからの依頼を受けてから提供す

るまでの時間が敏速で一定していること、③エン

ドユーザーはいったん依頼すれば文献が到着する

までなんらの労力が要らないことがあげられます。

サプライヤー利用の経験があるエンドユーザーな

ら依頼の翌日にデリバリーされることは当たり前

であることを御存知です。

また、エンドユーザーはドキュメントデリバ

リーだけに限らず、データベース検索や翻訳サー

－２０－



ビスも受けられます。ちなみに弊社ではテーマ毎

の文献集の作成やＦＤＡ・ＮＩＨの最新情報の提供、洋

書の購入、学術情報システムの企画立案と構築な

どトータルなサービスを提供しています。

（２） 米国での事例

ここで話は米国に移ります。というのは米国で

の文献流通の動きは、データベースの歴史やその

市場規模からみても、ヨーロッパとならんで今後

を考える時良いお手本となるからです。データ

ベースの市場規模は１９９１年には日本の約６倍、

ヨーロッパの約３倍となっています。

「ＤＩＲＥＣＴＯＲＹＯＦＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＢＲＯＫＥＲＳ」１９９３年

版によれば１４００のブローカーがリストアップされ

ており、１９９０年版 の約９００に比べれば急速にブ

ローカーが増えていることが窺えます。米国では

「インフ ォメーションブローカー」の定義がド

キュメントデリバリーやオンラインサーチにとど

まらず、図書館のレファレンスサービスやソフト

の制作、コンサルティングまで含まれています。

その意味では、図書館も従来のブローカーも情報

の流通に携わる点で同一の役割を持っていると認

識されていることが推察されます。

また、１９８７年にはＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮＯＦＩＮＤＥＰＥＮＤＥＮＴ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＰＲＯＦＥＳＳＩＯＮＡＬＳ（ＡＩＩＰ）が設立され、

５００のメンバ ーが加入する業界組織となっていま

す。米国での本格的なブローカーとしてはスール

ギ女史が１９７１年にＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＮＬＩＭＩＴＥＤ社を設

立したのが始まりです。その後 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＯＮ

ＤＥＭＡＮＤ社（１０Ｄ）やＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＳＴＯＲＥ社、ＤＹＮＡＭＩＣ

社などが生まれました。これらの会社は、伝統的

な図書館による無料のレファレンスサービスに対

しで ＦＥＥ－ＢＡＳＥＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＳＥＲＶＩＣＥＳ”を打ち出

し成功しています。成立に関する特徴は①図書館

ライブラリアンからの独立や転身者が多いこと、

②女性の活躍が目立つこと、③ブローカーの発生

が全てカリフォルニアからであることがあげられ

ます。いまでもＵＣＬＡはその所蔵量の多さも手伝っ

てブローカーの拠点の一つとなっております。最

近では大手の資本の参入も見られており、その発

展は引き続き上昇傾向にあります。

米国でのビジネス規模は年商１７００万ドルで従業
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員１６０名のＦＩＮＤ／ＳＶＰ社がトップとされますが、大

手資本の参入でブローカーが複合企業化する傾向

にあり、年々規模が大きくなる傾向にあります。

米国における文献流通は日本に比べて明らかに

進んでいます。特に最近では出版社や図書館と契

約を結び、１０，ＯＯＯ以上のタイトルのコンテ ンツ

データベースを作成しエンドユーザーからの原報

オーダーには２４時間以内にファクシミリで送付す

るサービスも誕生しています（ＣＡＲＬ社やＦＡＸＯＮ

社）。しかもこのようなサービスを図書館が積極

的に利用する動きも出ています。ほとんどのブ

ローカーはサポートできるタイトルを公表するこ

とでエ ンドユーザーの要求に応えています。

米国内でのブローカーの急増と発展にはいくつ

かの理由がありますが、おおよそ次の点があげら

れます。

第一にオンラインデータベースの普及。これは

すでに言及したとりです。

第二に図書館がブローカーの育成とブローカー

に対する協力を 匿しまず、むしろブローカーの存

在を自分の図書館のメリットにしていること。こ

れはＮＬＭやＵＣＬＡなど各図書館に見られる傾向です。

ＮＬＭはブローカー用に一般ユーザーよりも多くの

件数枠を保証したりオーバーナイトサービスなど、

ブローカーに対してだけの特別なサービスを行っ

ています。

第三に出版社がブローカーを認めていることで

す。前述のコンテンツサービスの原報のファクシ

ミリサービスには出版社のＢＬＡＣＫＷＥＬＬ社や書籍取

り次ぎのＲＥＡＤＭＯＲＥ社がサポートしています。学会

を中心に全文のデータベース化かまず米国から始

まったように、コピーマシーンや電子メディアの

発達で複製やダウンロードなどが容易に可能と

なった現在、出版社も新しい時代の動きに対応し

ようとしています。

第四にＣＣＣ（ＣｏｐｙｒｉｇｈｔＣｌｅａｒａｎｃｅＣｅｎｔｅｒ）の設

立と運営にみられるように、著作権に対する取り

組みが早くから積極的になされたことがあげられ

ます。米国内のどのブローカーも知的所有権に関

してぱ ＣｏｐｙｒｉｇｈｔＬａｗ”“ＣｏｐｙｒｉｇｈｔＦｅｅ”“Ｒｏｙａｌｔｙ”

などの表現を使って方法は異なりますが請求を

行っています。

－２１－
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第五に政府が情報流通のために積極的な役割を

果たしていることです。１９６８年には情報公開法と

して「ＦＲＥＥＤＯＭＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＡＣＴ」を制定しまし

た。また、政府関道晴報ぱ ＯｎｅｓｔｏｐＳｈｏｐｐｅｒ”と

してＮＴＩＳ（ＮａｔｉｏｎａｌＴｅｃｈｎｉｃａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｅｒ－

ｖｉｃｅ）を集約窓口とすることでＮＴＩＳは単に技術情

報機関を越えた総合的な情報提供機関となり、エ

ンドユーザーやブローカーによる政府関連情報の

入手の便宜を計っています。

４。サプライヤーの実力と便利な利用法

さて国内の医学薬学分野のサプライヤーは、前

述のとおりＭＲの医師への文献の提供が急増するこ

とによって誕生するか新規参入してきた場合が多

いようです。したがって、厳しい言い方をすれば

充分な見識がなくても時流に乗っただけでビジネ

スが成立するという特殊な環境があったことは確

かです。いたずらな値下げ競争も需要が多い時は

薄利多売でやっていけばなんとかなるという根拠

のない漠然とした見通しに支えられていました。

文献の入手方法も安直に大学図書館のコピーマ

シーンを占領してはばからないサプライヤーもあ

り、トラブルもあったと聞きます。しかし、最近

はエ ンドユーザーの要求がドキュメントデリバ

リーだけではなくトータルなサービスを求めるも

のに変化してきているため、現在はサプライヤー

にとってもその真の実力を試される新しい時代に

入っています。

サプライヤーのドキュメントソースはＮＤＬ（国

立国会図書館）やＪＩＣＳＴ、ＢＬ（ＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙ一

最近はＢＬＤＳＣを通じて提供する文献複写の一部は

著作権料を含むようになった）をはじめ国内外の

公共図書館や大学図書館が一般的です。その中で

ＪＩＣＳＴはＩＭＩＣと同様にサプライヤーとしての役割

も果たしていることはよく知られている事実です。

さて、ここでは弊社が利用しているその他のユ

ニークなソースを一部紹介いたします。

（１） ＵＭＩ ＡｒｔｉｃｌｅＣｌｅａｒｉｎｇｈｏｕｓｅ

米国のＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＭｉｃｒｏｆｉｌｍｓＩｎｃ．が提供する

文献複写サービスで、和雑誌を含む約１２，５００タイ

トルが出版社との直接交渉で著作権解決済みとし

て提供されています。ＵＭＩはその交渉に３０年以上

を費やしたといわれています。

（２） ＡＤＯＮＩＳ

ＡｒｔｉｃｌｅＤｅｌｉｖｅｒｙＯｖｅｒＮｅｔｗｏｒｋＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Ｓｙｓｔｅｍの略でＣＤ－ＲＯＭによる文献複写 システムです。

これはヨーロッパの出版社を中心に約４０社が参加

して約５００誌の全文をおさめています。プリント

アウト料金を支払うことで版権をクリアーしてい

ます。

（３） 海外機関との提携

国内提携会社の米国現地法人を通じてスタッフ

が直接文献の入手を行います。そのカバーはＮＬＭ

など２１機関に及びます。また、米国内で提携する

１６のブローカーや機関を通じた独自のネットワー

クは医学薬学分野を越えて広く自然科学分野の情

報入手を可能としています。

海外のソースが多いのは国内ではサプライヤー

ヘの門戸があまり開かれていないからに他なりま

せん。また、データベースも特別な会員資格を持

たないと利用できないことは国内のブローカーの

成長にとって障害となっています。 しかも複写利

用における著作権に関しては米国やヨーロッパに

比べて大きく遅れをとっています。 ちなみに弊社

は日本複写権センターの学協会著作権協議会との

間で「出版物からの著作権複写利用許諾契約書」

を交わしています。また、出版社などと複写利用

の独自契約を進めています。

いずれにしてもエンドユーザーや図書館がその

必要性に応じてサプライヤーを利用すれば、国内

における文献流通は飛躍的に伸びていくことにな

ります。その際問題となるのはコストですが、米

国の場合はＣＣＣへの支払い平均は３）Ｄを越えてお

り、その上に手数料と実費が加算されています。

利用者が時間と手間を取るかサプライヤーにまか

せるかは単純に１０００円前後の料金が安いか高いか

の選択だけで判断はできないのではないでしょう

か。？

利用の方法はきわめて簡単です。ファクシミリ
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か電話、郵便にて必要なオーダーを発注するだけ

です。どのサプライヤーも最善を尽くして結果を

お届けするでしょう。
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ドキュメントサプライヤーなどのブローカーの

存在はまだビジネスの分野ではマイノリティです。

しかし、ブローカーの存在が日本の学術研究の発

ドキュメントサプライヤーのサービスの１例（サンメディアの場合）①サービス内容

ＳＵＮＭＥＤＩＡの学術支援サ ービス

ＳＵＮＭＥＤＩＡの学術研究支援サービスは、販売するだけでなく

活用していただくためのノウハウを含めて提供いたします。

「可匹 Ｉ
◇デ ー タ ベ ー スＣＤ－ＲＯＭ

ＭＥＤＬＩＮＥ、医学中央雑誌、専門分野別のＣＤ－ＲＯＭなど検索実務経験の豊富なスタッフ１１：７１

がハード・ソフト両而でサポートいたします。

◇雑誌全文ＣＤ－ＲＯＭ

－’皿皿．Ｗ ・
卜 戸

ゝ ・に ヨ

ＮｅｗＥｎｇ］ａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ，Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓな どの バッ クナン バーが３年～８年分，１枚の

ＣＤに 収 録されて います 。本 文だ けでな く写 真、 図 表など も含 まれ、ます。

◇ 翻 訳 支 援 ソ フ ト 「ＰＣ－Ｔｒａｎｓｅｒ」

、。 パソコンによる機械翻訳ソフト。
卜 句 ； マッキントシュで初めて日英翻訳をサポートしています。

◇文献整理ソフト「ＥｎｄＮｏｔｅＰｌｕｓ」

湊
パーソナル文献データペース作成ソフトのベストセラー。

リファレンス作成支援．投稿原稿作成支援機能も付いています。

◇ＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｅｎｔｓ

目次速報誌として有名な「カレントコンテンツ」です。

プリント版と、検索やデータ活用に便利なディスケット版がございます。

◇ 「 今 日 の 診 療 ＣＤ－ＲＯＭ 版 」

「今日の治療指針」「今日の診断指針」「今日の小児治療指針」「今Ｅ」の検査指針」など

８１－が、本文や写真なども含めて１枚のＣＤになっています。

◇ 学 術 ビ デ オ の 企 画 、 制 作 、 販 売

学会、研究会の記録ビデオや各種教育用ビデオ制作で定評のある．（株）メディカル情報セン
ターの技術陣と提携し、学会のビデオ収録や学術ビデオの制作を承ります。

また１５００タイトル以上のビデオソフトの販売も行っています。

◇その他オンライン検索代行、文献コピー入手、翻訳・校正サービスなども
承っております。お気軽にお問合せ下さい。

§資料をご希望の方は、「◇」にチェックの上、下記まで郵送、またはＦＡＸにてお送り下さい。

ご芳名：

ご所ｍ：

こ連絡先

株 式 会 社 サ ン メ デ ィ ア

東京／大阪／名古屋／福岡

〒５３１ 大阪市北区本庄東２－１－４
ＴＥＬ０６－３７１－１１６１ ＦＡＸ０６－３７１－７３５６

－２３－
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展に流通面で果してきた役割はそんなに小さいも

のではありません。しかも流通システムは一朝一タ

に成し得たものではなく、常に変化するユーザー

②価格

の要求に応える長い努力の中から構築されてきま

した。この密かな自負がブローカーにビジネスを

超えた社会的使命の自覚とロマンを与えています。

Ｐ 温 Ｈ Ｃ 謡

▼原報入手（すべて１論文についての料金です）

５枚毎に ＼８００ ※ 尚 、

１９９４年１月現在

１論文につき￥２００の調査料を申し受けます。

例）５枚 Ｙ８００十Ｙ２００＝Ｙ１０００

ト ライ２… オリジ ナル ル ート外か ら の入手 分
一

上 記料 金（ ト ライ１） に ￥ １２ ００ 加算

リ ミット… 特に 入手 機関 が 限ら れてい る もの（単 行書、会 議録 な ど）
一

上 記料金 （ ト ライ１） に ＼１７ ００ 加 算

特にお急ぎの場合の至急料－一一＼３００

１９５５年以前の文献― 一￥５００

書誌事項不備の場合の探索料－－￥１０００から

▼デト タ万侈ト ヌ検索（１テーマ１データベースの料金です）

検索調査料 ＼７０００ 十 データベース使用料／オンライン回線使用料 実費

●
Ｊ
・ －－・－・・・・・－●－・－ －゙・

１ ふ＋ ． ．。 Ｊｉ 特
に お 急 ぎ の 場 合 の 至 急 料 － － － ￥ １ ０ ０ ０

－
・・
皿・・－・－●・－－－・ ●－・丿・－４・ －－・・ －●－・ －－－●・－－・・・－－－・－－・－・・・－・・－●・・－－・－－－一甲－ａ－－－－－－・ －－－－・－－－－－－－－－－－ｄ

・ ＝● ＝－ ・

●

●
●

●
●

●
ｌ

ｊ
ｆ
Ｓ

●・ ● ●－・ ・ ・－ ４ －－ ｆ

▼テト々登録による最新情報の定期的提供（ｓＤＩ登録

予想出力件数によって料金が違います。

上記データベー ス検索にて毎月の予想件数を算出しますので、お申込み時はデータベース検索料

が必要です。あとは毎月、各コースの一定料金をお支払いいただくだけで結構です。

Ａコー ス：￥４５００／月 Ｂコース： ￥７０００／月 Ｃコー ス： ￥９５００／月

▼翻◇ 訳（１論文につき）

基本料金 ￥５０００ 十 英 語→日本語

日本語→英 語

独 語→日本語

仏 語→日本語

英文校閲

￥４０００～（４００字詰原稿用紙１枚につき）

＼６０００～（Ａ４版タイプ打ち２２行１枚につき）
￥４５００～（４００字詰原稿用紙１枚につき）

＼４５００～（ ／ｙ ）
＼３５００～（Ａ４版タイプ打ち２２行原稿ｌ枚につき）

※その他の翻訳は別途お見積り致します。

※その他のメニ、ユーについては、お気軽にお問合せ下さい。お見積致します。

－２４－




